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背景

私が所属する大阪大学の公衆衛生学教室は

留学生が多数在籍しており、海外の大学との

交流が盛んである。そのような背景と併せ

て、私は学部生時代にインドネシアにてフィ

ールドワークを経験したことがきっかけとな

り、大学院入学後に国際保健の授業を受け、

国際機関の活動内容や現状を知りたいという

気持ちが強くなりWHOのインターンを経験

したいと強く思うようになった。また、大阪

大学の公衆衛生学教室に在籍する前は、会社

勤務をしており保健師として産業保健活動に

携わっていた。このような経歴から、インタ

ーンではPND部門HealthPromotionUnit

に所属し、前職の職域のHealthPromotion

の展開という業務に関連したインターンプロ

グラムを経験することになった。

はじめに

私は、 2018年3月26日～6月29日まで

の約3か月間、スイスのジュネーブにある世

界保健機関(WorldHealthOrganization;

WHO)本部にてインターンとして様々な経験

をした。

インターンシップでは、非感染性疾患予防

(PreventionofNoncommunicablediseases;

PND)部門HealthPromotionUnitに所届し

た。私が従事した主な業務は、発展徐卜国の

職場のHealthPromotionの政策づくりの協

力とCommercialdeterminantshealthのイ

ンフォメーションノートの草案の作成であ

る。また、業務とは別に学ぶ機会も多く、定

期的に行われている様々な演目のランチタイ

ムセミナーや、インターンの期間中に開催さ

れていたWorldhealthassemblyに参加する

機会を得た。更に、インターン同士の活動の1

つであるインターンボードにて、インターン

の'|胄報を発信する為のInstagramの作成に協

力した。

WHOHealthPromotionプログラム

HealthPromotionUnitはPND部門に位置

し、口腔保健のメンバーと一緒に活動してい

る。その為、Oral health、学校保健など多様

な業務について知ることが出来た。

HealthPromotionの展開は、マクロから

ミクロまで対応することが求められる為、業

務範囲も幅広い。例えば、国際保健の情勢や

国の政策に関わるような健康問題の定義の議

論と作成から、職域など限定的な状況に対す

るサポートまで求められる。また、 Health

promotionの業務の性質上、国の文化的背景

を考盧することが求められるため、文化背景

を理解することと、バランスのよい対応をす
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た。この業務を通して、相手側の求めること

と、こちら側の提案をすり合わせるにはどの

ような手段が有効か考え、コミュニケーショ

ンを通して理解しあうプロセスを学んだ。

2)Commercialdeterminantshealthのイン

フォメーションノートの草案作成

MargaretChan氏がWHOの前事務局長の

任についていた時に、 Commercial

determinantshealthについて三及した。そ

の流れを受けて、 Commercial determinants

healthについて考察し、将来予測され得る健

康問題について考えることになった。その第

一歩目として、 Commercial determinants

healthのインフォメーションノートの草案の

作成業務を行った。作成にあたって、論文、

各国の健康情報、各国政府の政策から情報収

集を行い、草案作成のサポートを行った。こ

のことから、商業的な流れの把握と消費者の

ニーズから、今後、予測る健康問題を考える

ことの大切さを学んだ。また、世界規模で健

康問題を考えることの難しさを実感し、健康

問題がどのように国を超えて広がっていくの

かを学ぶ良い機会となった。

ることが必要となる｡更に､
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おわりに

インターンの準備期間からすべての業務を

終えるまで沢山の方々から助言、ご指導を賜

り、大変お世話になりました。その方々を通

じて、国際保健の現状と方向性、そして日本

が果たす役割について学ぶことが出来まし

た。今回のインターンを実現させるためにお

世話になった、 （公社）日本WHO協会の皆様

に厚く御礼申し上げます。

パレ・デ・ナシオン（国連欧州本部）

インターンシッフ．内容と成果

今回のインターンシップでは、今回のインターンシップでは、以下の2つの

業務を主に行った。

1）発展途上国の職場のHealthPromotionの

政策づくりの協力

その国と地域のWHOスタッフ、政府関係

者と一緒に、職場のHealthPromotionを展

開するための政策づくりのサポートをした。

電話会議への参加、政府関係者が理解しやす

いように具体例を集めた資料の作成をした。

また、他の国の職場のHealthPromotionを

調べ、比較検討した。特に同じ財政レベル

の国同士と同じ地域の国同士の比較を行っ
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